
映 饂 霜 蘭

ィッツコムが地方振興支援

「北悔道」イベントを開催
二f玉川ライズで9, 10日

（月曜日） (4) 
一

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
伝
送
実
験

一

ミ
ハ
ル
通
信
が
機
材
を
提
供

22 

2
c
h
イ
マ
ー
シ
ブ
マ
イ
ク
な
ど

ミ
ハ
ル
通
信
は 、
『
2
0

日
2
4
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り』

4
 

月
（
札幌
市
／
2
月
4
_

11
日）

3
期
間
内
に
実
施
され
た
情
報

年6

通偏研究翌g
(
N
I
C
T)

が
t
催
す
る
「
さ
っ

ぽ
ろ
宝

和

ま
っ

晨
送
実
証
実
験」
に

令

参
加
し
た 。

こ
の
実
証
実
験
で 、
さっ

!

J

イ
ッ

ツ・
コ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ
（
イ
ッ

ツ
コ
ム）

は 、
北
海
道
後
援
の
地
方
振

興
イ
ベ
ン
ト
『
J
O
I
N
T

N
I
P
P
O
N
S

つ
な
が

叩

歪北
海
専
ロ
ジェ
ク
トs』

認
を 、
3
月
9 、
10
日
に
二
子

物凍
玉
川
ラ
イ
ズ
（
東
京
都
世
田

垂種
谷
区）
で
開
催
す
る
（
入
場

渾
無
料） 。

同
イ
ベ
ン
ト
は 、
全
国
各

地
の
C
A
T
V
局
と
の
つ
な

が
り
を 、
地
方
振
興
支
援
の

•
ム信

一
躙
と
し
て
眸
年
度
よ
り
実

／
施
し
て
い
る
シ
リ
ー

ズ
企
画

通＞
で 、
長
崎
に
続
き
今
年
は
北

T
 

A
海
這
を
取
り
上
げ
る 。

c
 
［

食
や
旅
な
ど
体
験
を
伴
う

． 

メじ‘ 乙ノ'‘
さっぽる雪まつり会場に設固した22.2ch
イマー シプマイク

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り｛
醤
の
様
子

を
ミ
ハ
ル
通
信
の
22.
2
c

h
イ
マ
ー

シ
プ
マ
イ
ク
で
集

音
し 、
E
L
L
シ
ス
テ
ム
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
伝
送 、
大
阪

会
場
に
お
い
て
臨
埠
感
の
高

い
音
場
を
再
現
す
る
こ
と
に

成
功
し
た 。

大
阪
会
埠
で
は
22.
2
c

h
対
応
イ
ス
型
ス
ピ
ー

カ
ー

を
用
い 、
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
会
場
の
映
像
と
共
に
高
臨

塙
感
の
あ
る
現
楊
再
現
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

ぅ ゜ミ
ハ
ル
通
信
が
開
発
中
の

「
E
L
L
L
i
t
c」
は 、

4
k
/
2
k
対
応
の
檻
超
低

遅
延
エ
ン
コ
ー

ダ
ー・

デ
コ

謡
要
が
高
ま
る
中 、
イ
ッ

ツ

コ
ム
エ
リ
ア
の

住民
に
特
痒

品
や
観
光
情
報
に
触
れ
て
も

ら
う
こ
と
で 、

特産
品
や
観

光
の
需
要
喚
起
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る 。

俳
倭
の
金
子
昇
が
案
内
役

に
な
り 、
北
海
道
出
身
の
タ

レ
ン
ト・

菊
地
亜
美 、
高
田

秋
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
北
海

濫
の

魅力
を
語
る
ト
ー

ク
シ

ョ
ー

や 、
『
Y
O
S
A
K
o

I
ソ
ー

ラ
ン』
の
演
舞
の
ス

テ
ー

ジ
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
る 。

こ
当
地
グ
ル
メ
が
楽
し
め

る
キ
ッ

チ
ン
カ
ー 、

特
産
品

の
販
売
や
観光
情
報
の
紹介 、

一

大阪会場（イス型スピー カ ー）

束
京
ケ
ー

プ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
(
T
C
N
／
東
京
都
文

京
区）
は 、
光
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

サ
ー

ピ
ス
「
T
C
N
光l

の
新
コ
ー

ス
と
し
て 、
「
椀

（
き
わ
み）
10
G
コ
ー

ス」

（
月
額
6
9
3
0
円

5)

の

捉
供
を
4
月
1
日
か
ら
開始

す
る 。
こ
の
サ
ー

ピ
ス
開
始

に
先
行
し
て 、
2
月
28
日
か

ら
3
カ
月
間
無
料
で
「
お
試

し
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン」
を 、
先

習
1
0
0
名
限
定
で
受
け
付

け
て
い
る 。
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ー
ダ
ー

で 、
P
C
M
の
非
圧
伝
送
を
実
現
し
た 。
ネ
ッ
ト
コ
ル
の
D
a
n
t
e 、
M
A
オ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス

を実
装

縮
音
占
を
最
大
64
c
h
で
多
ワ
ー

ク
オ
ー

デ
ィ

オ
プ
ロ
ト
D
I

の
デ
ジ
タ
ル
オ

ー
デ
ィ

し
て
い
る 。

チ
ャ

ン
ネ
ル

垢箔

閾

昨
年
の
I
n

t
e
r
B

E
E
2
0

2
3
で
は 、

リ
モ
ー
ト・

ラ
イ
プ・
セ

ッ
ショ
ン
を

実
施
し 、
20

I炉
秒
以
下
の

北
海
道
産
の
木
を
使
っ

た
バ

レ
ル
サ
ウ
ナ
度
示
な
ど 、
北

海
道
内
の
各
自
治
体
や
北
海

適
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各
企
業

の
協
力
に
よ
り 、

盛り
だ
＜

さ
ん
の
内
容
で
実
施
す
る 。

イ
ッ

ツ
コ
ム
テ
レ
ピ
サ
ー

ビ
ス
で
放
送
中
の
シ
ョ
ッ

ピ

ン
グ
チ
ャ

ン
ネ
ル
Q
v
c

（
特
別
協
四）
の
ブ
ー

ス
で

は 、
期
問
限
定
で
公
開
中
の

「
メ
タ
バ
ー

ス
お
買
い
物
p

L
A
z
A」
の
ス
ペ
シ
ャ

ル

コ
ー

ナ
ー

を
設
巴 。
リ
ア
ル

と
バ
ー

チ
ャ

ル
を
つ
な
ぐ
新

し
い
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
体
験

で
き
る 。

イベ
ン
ト

開催に
先
立
ち 、

J
C
O
M
(
Jる
C
O
M)

は
3
月
1
日
か
ら 、
地
域
に

恨
差
し
た
防
災・
減
災
佃
報

を
伝
え
る
特
別
番
組
『
地
域

発
未来へ
つ

むぐ安
心

安全』

帯
広
シ
テ

ィ
ー

ケ
ー

プ
ル

（
北
海
道
帯
広
市）
の
協
力

を
得
て
制
作
し
た
タ
イ
ア
ッ

プ
特
別
番
組
『
J
O
I
N
T

N
I
P
P
O
N
S

つ
な
が

る
北
海
道
プ
ロ
ジェ
ク
ト
ー

金
了
昇
の
気
ま
ま
な
ド
ラ

イ
プ
旅』
を 、
イ
ッ

ツ
コ
ム

チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
す
る 。

【
イ
ベ
ン
ト
日
時】

3
月

9 、
10
日
／
11
|

18
時
(
10

日
は
17
時
ま
で）

【
埠
所】
一
手
モ
川
ラ
イ
ズ

ガ
レ
リ
ア
（
東
京
都
世
田

谷
区
玉
JI
2
_

21
_

1)

【
詳
細】
i
tscom.
 medi
a
/I
 

p
/
jo
in
tn
p
/
 

7
番
組
を 、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

チ
ャ

ン
ネ
ル
「
J
公し
O
M

チ
ャ

ン
ネ
ル」
で
放
送
す
る

（
リ
ピ
ー
ト

放
送
あ
り 。
放

送
時
間
は
各
局
で
異
な
る） 。

ま
た 、
地
域
倍
報
ア
プ
リ

「
ど・
ろ
ー

か
る」
や
y
o

U
T
u
b
e
で

も配信
する 。

J
公し
O
M
は 、
地
域
メ

デ
ィ

ア
と
し
て 、
安
心•
安

全
で
輝
き
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
目指
し
て 、
防
災・
減

災
情
報
や生
活
支
援
侶
報
な

ど
の
発信

を提和ゼ
きた 。

ま
た 、
戸
治
体
と
の
防
災
協

定
の
締
結
や 、
高
齢
者
な
ど

災
害
時
に
配
慮
が
必
要
な
人

向
け
の
防
災
佃
報
伝
達
手
段

の
構築 、

技術
開
発
に
努
め 、

平
時
よ
り
防
災
お
よ
び
災
害

支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る 。こ

う
し
た
中 、
東
日
本
大

震
災
か
ら
13
年
が
経
過
す
る

地
域
発
の
防
災
・

減
災
情
報

7

エ
リ
ア
で
番
組
を
制
作

J
;
c
O
M
が
放
送

東京ケ ー プルが提供開始

光インターネット
「極lOGコース」

「
T
C
N
光」
は 、
東
京

都
文
京
区・
荒
川
区
限
定
で

提
供
中
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

サ
ー

ピ
吝
自
社
で
構
築
し

た
独
自
の
光
フ
ァ

イ
バ
1

回

線網
の
た

め涅雑し
づ
らく 、

さ
ら
に
I
X
（
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

エ
ク
ス
チェ
ン
ジ）
と

の
直
接
接
続
や
ホ
ッ

プ
数
の

少
な
さ
に
よ
り
低
遅
延
を
実

現
し
て
い
る 。

新
た
に
捉
供
を
開
始
す
る

「
T
C
N
光
ネ
ッ
ト

梃
10
G

コ
ー

ス」
は 、
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
高
度
化
に
伴
う

大
容
量
の
デ
ー

タ
通
信
儒
要

に
応
え
る 、
上
下
通
信
速
度

最
大
10
G
b
P
S

の
ハ
イ
エ

ン
ド
サ
ー

ビ
ス
に
な
っ

て
い

る 。「
お

試しキ
ャ

ンペ
ー

ン」

で
は 、
①
3
カ
月
聞
の
月
額

利
用
料
無
料 、
②
初
期
費
用

無
料 、
③
お
試
し
期
間
中
の

解
約
無
料 、
④
他
社
追
約
金

辰
大
4
万
円
キ
ャ
ッ

シュ
バ

ッ
ク

ーー
の
4
つ
の
特
典
を

用
意
し
て
い
る 。

3
月
11
D
を
契
機
と
し
て 、

改
め
て
地
域
の
防
災・
減
災

の
大
切
さ
に
目
を
向
け
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら 、

『
地
域
発
未
来
へ
つ
む
ぐ
安

心
安
全』
と
題
し
て 、
各
地

域
（
札
幌 、
仙
台 、
千
葉 、

東
京 、
神
奈
川 、
関
西 、
九

州
の
7
エ
リ
ア）
に
合
わ
せ

た
7
番
組
を
企
画
し
た 。

各
番
組
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
元
で
過
去
に起
き
た
災
害

の
教
訓
や 、
震
災
後
の
伝
承

活
動
を
続
け
る
人
の
活
動
な

ど 、
各
地
域
に
関
係
が
あ
る

テ
ー

マ
を
基
軸
に
制
作
し
て

い
る 。仙

台
エ
リ
ア
で
は 、
仙
台

で
活
躍
す
る
企
業
が
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

で
防
災・
減
災
に
取

り
組
む
姿
を
伝
え
る 。

千
葉
エ
リ
ア
で
は 、
東
日

本
大
震
災
時
に
福
島
県
内
の

小
学
校
の
校
長
を
籾
め 、
現

在
で
は
移
住
し
た
松
戸
を
拠

点
に
伝
浜
活
動
や
避
難
者
コ

ミュ
ニ
テ
ィ
ー

支
援
の
活
動

を
続
け
る
人
物
を
中
心
に
取

り
上
げ
て
い
る 。

C!L.Jbe.r ST｀:T ICN
—サイバーステーション—

シンプルでコストバフォ ー マンスが高いデスクです。

拡張性も高く 、 豊富なオプションで様々なシステム構築を実現いたします。

コンシコ ーマー向けモデルからプロユースモデルの2タイガ釘をのため、フリーランスでifflされる方などにもお汲めいただけ易くなりました．

もちろんiliい機諺性・拡罹性と豊富なオブション群から従来通リのプロユースの方々にも十分に対応可能なマルチデスクとな1)ます，＇

様々なサー ドパーティ ーのデスクオブションにも対応可能なため納入後、自分だけのオリジナルデスクにIt.I:けることができます。

【オプション例】

【デスクトップキャビネット】

デスク上に出機器の実装が可低となります．

【アンカーブラケット】

.
,

麒Jに設定することでアンカー国定可能です、＇

［モニタ ーアーム】

【ウォ ールマウントフレーム】

j
` 

I 

背面側に追加工無で取付可能です心

あらゆるソリュ ーション設偏（医療／教育／映像／音響／情報）の筐体開発・設計・販売・施工
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